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病理診断の現状

Experience

• より「正確」な診断
• よりコスト低減
• より医者の拘束時間を軽減

No

Maybe

Yes

Yes
病理診断に定量性が

必要不可欠

判断基準
細胞および細胞核の大きさ
細胞の形状・配列秩序

１）医者の経験によって
診断が左右される

２）医者によって異なる
診断結果が得られる

病理学：

組織にはそれぞれ典型的な構造がある

病気になるとその構造が変化する



体制

医学

物理

数学

田中
京大・医学物理

山本
京大・医学物理

鈴木
京大・医学物理

Svadlenka
京大・数学教室病理診断の

定量化
• 病理画像診断に
関するご協力

• 病理画像の解析を
体験する実習

• 生命物理の講義

• 解析結果のモデル化
• データ解析の勉強会鶴山

京大・医学研究科



昨年度の活動

（鶴山） ・Chwen-Yang Shew 教授
（City University of New York）
・河原吉伸教授
（九州大学・理化学研究所）

（山本）

医学・全体講義

病理画像解析

特別講義
数学・全体講義

（Svadlenka）

抽出された
核の情報

• 形・大きさ
• 配列
• 配向

の秩序

解析

物理・全体講義
機械学習
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参加学生・院生
１１名

学部２年～博士課程
生物６名
物理１名
化学１名

医学研究科２名
生命科学研究科１名



細胞核の輪郭抽出

病理サンプルの撮影

実習内容



画像解析ソフトImageJ（Fiji）を用いた細胞核の輪郭抽出

機械学習学習 結果

赤：細胞核
緑：背景Ignacio Arganda-Carreras et al. 2017

https://files.slack.com/files-pri/TP0DNNRMM-FTQ963ERY/weka.png


細胞核の抽出：実例

子宮頸上皮（がん）子宮頸上皮（健常）

100µm100µm



基底膜 基底膜

子宮頸上皮（がん）子宮頸上皮（健常）

100µm100µm

細胞核の抽出：実例



今年度の活動案
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定量化



今年度の活動案

医学

物理

数学
病理診断の
定量化

• 病理画像の解析を
体験する実習

• 生命物理の講義

• 解析結果のモデル化
• データ解析の勉強会

• 多様な組織での検討
乳がん 胃がん

日本病理学会HP: http://pathology.or.jp/

• 重要なパラメーターの探索



SGの特徴・実施期間

特徴
病理組織のホメオスタシス（恒常性）
の乱れを定量的に解析・評価すること
は未開拓の課題
1. 実際の研究に携われる
2. 臨床医学の問題を物理・数学で解く

実施期間

• 不定期
講義・実習はオンライン開催できるよう調整
予定は教員と参加者で相談し決定
講義は月に１回程度を目安に、
実習は長期休暇を中心に行う

• TAについては応相談
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